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3月11日東日本大震災により、被災された全ての
皆様､被災地域の関係者の皆様に対し、心よりお見舞い
申し上げます。
被災された地域の一日も早い復興を心より祈念申し上げ
ますとともこれからも日本経営者同友会は全力を尽くして
応援してまいります。

3
月
11
日
東
北
地
方
を
襲
っ
た

超
弩
級
の
地
震
と
大
津
波
に
よ

る
被
害
を
境
に
日
本
経
済
は
暗

転
し
た
。

そ
の
日
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た

国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地

震
と
巨
大
津
波
は
岩
手
や
宮
城
、

福
島
な
ど
11
都
県
の
太
平
洋
沿

岸
地
域
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。

人
々
の
穏
や
か
な
日
常
が
魔

法
の
よ
う
に
跡
形
も
な
く
消

え
去
っ
た
の
だ
。
更
に
地
震

と
津
波
は
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
誘
発
し
、

「
放
射
能
」
と
い
う
災
厄
と
恐

怖
を
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

に
解
き
放
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
、
東
北
地
方
に
は
世
界
中

の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

も
必
要
不
可
欠
な
部
品
を

作

る
大
き
な
企
業
か
ら
小
規
模

ま
で
の
多
く
の
企
業
が
存
在
し

た
。
そ
れ
は
大
き
く
世
界
の
産

業
に
寄
与
し
て
い
た
の
だ
。
大

震
災
は
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
寸
断
し

た
。

震
災
直
後
、
多
く
の
海
外
企
業

が
供
給
源
を
他
国
へ
と
シ
フ
ト

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
生
き
物
な

の
だ
。
途
切
れ
た
鎖
を
一
日
も

早
く
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

日
本
経
営
者
同
友
会
は
資
源

の
宝
庫
と
も
い
え
る
ア
ジ
ア
及

び
米
国
に
強
力
な
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
パ
イ
プ
を

苦
闘
す
る
中
小
企
業
経
営
者
、

そ
し
て
被
災
地
復
興
の
た
め
に

役
立
て
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
た
い
。

「国
民
総
幸
福
（Ｇ
Ｎ
Ｈ
）」は
ブ
ー
タ
ン
の
基
本

理
念
だ
。
16
歳
で
国
王
に
な
っ
た
父
は
、
物
質

的
な
豊
か
さ
を
目
指
す
従
来
の
開
発
モ
デ
ル

が
国
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
か
疑
問
に
思
っ

た
。
国
内
の
隅
々
を
旅
し
て
国
民
に
接
し
、
国

民
の
幸
せ
を
中
心
に
据
え
て
国
を
治
め
よ
う

と
考
え
た
。

従
来
モ
デ
ル
は
経
済
成
長
に
よ
っ
て
国
内
総

生
産
（GD

P

）を
高
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
が
、

そ
の
副
作
用
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
慮
し
て
こ

な
か
っ
た
。
工
業
化
で
廃
棄
物
や
有
害
物
質
の

問
題
が
顕
在
化
し
、
開
発
に
伴
う
自
然
災
害
が

増
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
物
質
的
な
豊
か
さ
に
よ
っ
て
得
る

も
の
と
、
持
続
可
能
な
社
会
が
も
た
ら
す
価

値
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
。
国
民
の
結
束
を

強
め
る
た
め
に
も
伝
統
文
化
や
地
域
社
会
、
家

族
の
絆
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
調
和
の
と

れ
た
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
経
済
成
長
以

外
の
要
素
も
必
要
だ
。

Ｇ
Ｎ
Ｈ
で
は
経
済
発
展
、
環
境
保
全
、
文

化
振
興
、
よ
い
統
治
と
い
う
4
つ
の
目
標
を
追

求
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
9
つ
の
領
域

に
分
け
た
。
そ
の
内
容
は
生
活

ブータンの国民総幸福
（GNH）4つの柱

健全な経済発展と開発

・持続可能な農業ビジネスの 振
興

・医療費・教育費を無料化

文化の保護と振興

・民族衣装の着用や伝統的建築
様式を規定

・地域社会や家族の繋がりを
奨励

環境保全と持続的な利用

・森林の保全に数値目標を導入

・木の伐採に許可制を導入

・禁煙の義務化

よい統治

・民主的な選挙の実施

・地方分権の推進

2
月
12
日
～
13
日
、
国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
、

地
球
環
境
保
全
に
貢
献
し
た
人
と
し
て
、

ブ
ー
タ
ン
の
ワ
ン
チ
ュ
ク
前
国
王
が

「Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
」
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
授
賞
式
に
は
ケ
サ
ン
・チ
ョ
デ
ン
・ワ
ン
チ
ュ
ク
王
女

殿
下
が
出
席
、
前
国
王
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（日
本
経
済
新
聞
よ
り
）

水
準
や
健
康
、
教
育
、
優
れ
た
統
治
な
ど
だ
。

文
化
的
な
要
素
を
重
視
し
9
つ
の
領
域
の
う

ち
文
化
に
関
す
る
も
の
が
4
つ
あ
る
。

国
民
の
幸
福
に
つ
い
て
2
回
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
政
策
に
反
映
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
瞑

想
（め
い
そ
う
）が
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
効

果
が
あ
り
、
国
民
の
３
％
が
日
常
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
全

学
校
に
瞑
想
を
導
入
し
た
。

34
年
間
の
父
の
統
治
の
間
に
、
経
済
成
長

も
進
み
、
最
貧
国
群
か
ら
脱
し
た
（注
・
国
民

1
人
あ
た
りG

D
P

は
イ
ン
ド
な
ど
よ
り
高
い
）。

そ
の
間
も
豊
か
な
自
然
は
守
ら
れ
て
き
た
。

憲
法
で
は
国
土
の
60
％
以
上
の
森
林
面
積
を

維
持
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
。
森
林
面
積
は
現
在
72
％
あ
り
、
生

物
多
様
性
の
宝
庫
に
な
っ
て
い
る
。

父
が
退
位
す
る
直
前
に
実
施
し
た
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、
国
民
の
97
％
が
幸
福
だ
と
考
え

て
い
た
。
こ
の
結
果
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
で
「ブ
ー
タ
ン
モ
デ
ル
」に
関
心
が
高

ま
っ
た
。

日
本
は
低
い
経
済
成
長
と
高
齢
化
社
会
に
直

面
し
つ
つ
あ
る
。
成
功
体
験
か
ら
抜
け
出
す
の

は
難
し
い
が
、
日
本
も
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
、
新
し
い
方
向
性
を
見
い

だ
し
、
世
界
を
け
ん
引
し
て
ほ
し
い
。

「ＧＮＨで国民の97％が幸福だと考えている。

ブータン方式に関心を寄せる先進国」

ケサン・チョデン・ワンチュク王女殿下

皆様から沢山のご支援を頂きました。心から感謝申し上げま
す。写真はJEPAスタッフとボランティアの方々が皆様からの
支援物資を避難所へ届ける準備の模様です。左上は頂いた
ご寄付で炊き出し用の買い物するスタッフとボランティアの方
です。

震災前の美しい気仙沼港

津波で破壊された気仙沼港

津波で破壊された釜石 街まで流された船

美しいブータンの里山

「
基
調
講
演
」
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２月15日、東京港区の東京倶楽部で、ブータン王女殿下及び御夫君ティンレイさまを歓迎し
て、徳田ブータン名誉総領事主宰に夕食会が開かれました。

掲載された写真はＮＨＫご訪問時を除き、すべて当夜、出席者の方々と和やかにカメラに収
まる女王殿下です。

ブータン王女殿下夫妻を囲む夕食会

徳田ブータン名誉総領事主宰

1884年に設立され、近代日本の歩み

と共に歴史を重ねてきた東京倶楽部
は設立127年を迎える。歴代の名誉総

裁に宮殿下を戴き、現在の名誉総裁
は常陸宮正新王殿下。

2月5日～6日、レーガン米国大統領の生誕100年を祝

してカリフォルニア州シミヴァレーにあるレーガン・ライ
ブラリーでの記念祭に、下地会長と徳田代表が招待さ
れ、出席した。

米国の歴代大統領の中で、米国民に最も愛された
レーガン大統領、人気は今なお衰えることはない。生
誕記念祭にはナンシー夫人もご出席され、6日には、ご
く限られた親しい人たちと食事を共にされた。下地会長
と徳田代表もこのプライベート・ランチョンに招待を受け
出席した。

下地会長はレーガン・ライブラリー設立時からの支援
者として、またライブラリーの国際委員会のメンバーと
して現在も絆は強い。

生誕祭会場で参加者の方々と一緒に 生誕祭の会場で米国の知人とともに

在りし日の大統領ナンシー夫人

レーガン・ライブラリー

ナンシー夫人、ジュリアーノ前ＮＹ市長とともに

大統領執務室で歓談する

在りし日のレーガン大統領と下地会長

初
め
て
日
本
を
公
式
訪
問
さ

れ
た
王
女
ご
夫
妻
は
、
天
皇

陛
下
・
美
智
子
皇
后
を
は
じ

め
、
主
だ
っ
た
皇
族
の
方
々

と
お
会
い
な
さ
り
、
ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
ご
訪
問
さ
れ
た
り

と
多
忙
な
日
程
の
な
か
、
こ

の
夜
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
な
さ
っ

た
ご
様
子
で
、
出
席
者
と
親

し
く
ご
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。

ＮＨＫをご訪問なさった王女殿下ご夫妻。
ＮＨＫ職員の方々とご一緒に。ご夫妻は大
河ドラマ「江～姫たちの戦国～」のセットも
ご訪問、興味深くご覧になられた。

左から徳田名誉総領事、王女殿下ご夫妻、ナム
ギャル・ブータン大使、ペマ・ギャルポ・ブータン首
相特別顧問

王女殿下ご夫妻

ブータン留学生たちと親しくお話をする王女殿下

日本・ブータン友好協会幹部の方々とご一緒に

JEPA会友・池上ご夫妻とご
一緒に

ＪＥＰＡ会友･沼尾会
長とご一緒に

JEPA会友・玉置社長（左）吉
川様（右）とご一緒に

JEPA会友・中野教授とご
歓談

JEPA会友・長艸ご夫妻とご
一緒に

日本・ブータン友好協会谷野会長（左）と

下地会長

ロナルド・レーガン第40代アメリカ合衆国大統領

1980年の大統領選で現職のカーター大統領を破って当選した当時69歳の
レーガン大統領は、米国で最年長で選出された大統領でもあった。1984
年民主党候補のモンデール候補に空前の地すべり的大勝を果たし、1989
年まで2期8年の任期を満了した。

エピソード
大統領就任69日後の1981年3月、レーガン大統領は講演先のワシントン
DCでジョン・ヒンクリーによって狙撃された。レーガン大統領は入院中、妻
のナンシー夫人に「ぼくはしゃがみ忘れたんだよ（Honey, I forgot to duck.
）と軽口をたたくなど、陽気な一面を見せ続けた。このセリフは、1926年、
ボクシングヘビー級タイトル戦でチャンピオンのジャック・デンプシーが挑
戦者ジーン・タニーに敗北を喫したときに妻に向かって言った有名な「言い
訳」を引用したもの。その後も、演説中に会場の飾りつけ風船が破裂し、
場内が一時騒然となったとき「奴は、またしくじった」と一言述べ、会場を爆
笑と大拍手に包んだ。

レーガン大統領のこうした機知と茶目っ気は全米を魅了し、大統領の「憎
めない人柄」は8年間の大統領在任中変わることがなく、退任後も変わら
ぬ人気を保ち続けた。
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●ネットワーク・サービス
アセアン各国諸機関とのネットワーク

国際交流に関する支援活動

●教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

活 動 内 容

本部： 東京都千代田区神田錦町３－２
電話(03)5280-6123

●ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート

海外進出・合弁企業等に関するサポート

●出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に

貢献することを目的とする』

アセアン加盟国

インドネシア マレーシア
フィリピン シンガポール
タイ ブルネイ
ベトナム ラオス
ミャンマー カンボジア
日本 中国
韓国

もろみ酢
天然クエン酸を主体にした有機酸類、
必須アミノ酸類、各種ミネラルなど身
体に良い成分が豊富に含まれています。

こんな方にお薦めします！
・体がだるくて疲れやすい方
・血圧の高い方
・便秘ぎみの方
・肩凝りがひどい方
・美容やダイエットに
・スポーツ後の栄養補給に

会社概要

社名 久米仙酒造株式会社

設立 1952年11月19日

事業内容 琉球泡盛製造販売

本社・工場

〒902-0074

沖縄県那覇市仲井真155番地

TEL：098-832-3133（代）

FAX：098-854-1759

― 会友からのお知らせ ―

試
写
会
は
４
月
６
日
、
那
覇
市
で
試
写

会
は
４
月
６
日
、
那
覇
市
で
行
わ
れ
た

同
映
画
の
試
写
会
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
下

地
会
長
も
上
映
実
行
委
員
会
メ
ン
バ

ー
の
一
員
と
し
て
名
を
連
ね
た
。

本
作
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
時
、
日
系

人
で
編
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍
４
４

２
連
隊
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
る
。
日
本
人
の
勤
勉
な
気
質
で
必

死
に
働
く
日
系
人
に
対
す
る
排
日
感

情
は
、
真
珠
湾
攻
撃
を
き
っ
か
け
に
一

気
に
高
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
お

よ
そ
12
万
人
の
日
系
人
が
強
制
収
容

所
に
送
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ

に
忠
誠
心
が
あ
る
と
さ
れ
た
日
系
人

た
ち
が
送
ら
れ
た
の
が
「
第
４
４
２
連

隊
戦
闘
団
」
、
映
画
に
な
っ
た
「
４
４
２

部
隊
」で
あ
る
。

彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
軍
史
上
最
も
彼

ら
は
ア
メ
リ
カ
軍
史
上
最
も
多
く

の
勲
章
を
受
け
た
部
隊
と
し
て
、
歴

史
に
凛
然
と
輝
く
。
戦
場
で
の
合
言

葉
は
「
ゴ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ブ
ロ
ー
ク
！

（当
た
っ
て
砕
け
ろ
！
）」
だ
っ
た
。
現

在
、
元
兵
士
た
ち
は
90
歳
を
過
ぎ

る
高
齢
に
な
り
、
当
事
者
た
ち
に

よ
る
貴
重
な
証
言
は
こ
れ
が
最
後

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

差
別
と
迫
害
を
受
け
る
家
族
と
差
別

と
迫
害
を
受
け
る
家
族
と
日
系
人
の

誇
り
の
た
め
に
祖
国
ア
メ
リ
カ
へ
の
忠

誠
を
証
明
す
べ
く
、
同
時
に
父
母
の

祖
国
・
日
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この作品は昨年第23回東京国際映画祭

日本映画・ある 視点部門の正式出品作
品です。機会があればぜひご覧頂きた
い作品です。

「442 日系部隊アメリカ史上
最強の陸軍」試写会

放射能に日本食が有効であることをご存知ですか？

人類史上、初めて原爆被害を受けた広島と長崎で、毎日、味
噌汁を食べることによって原爆症を免れた人たちがいます。当
時の医師､秋月辰一郎氏は長崎で爆心地から1.4km程の病院
で自らも被曝しながら、患者たちに米塩のおむすびとわかめの
味噌汁、そして砂糖厳禁の食生活を指導、それにより、従業員、
患者からは一人の死者も出ませんでした。また1986年チェルノ
ブイリ原発の事故の際、放射性物質による障害を予防するた
めに、日本から援助物資として大量の味噌がヨーロッパへ送ら
れました。

放射線の問題点は、過剰に浴びると甲状腺ガンや白血病を招
いたりすることです。大量の活性酸素が発生することで免疫機
能の低下を招きます。

アミノ酸やクエン酸などの酸には放射線を排泄する力がありま
す。日本の伝統製法による発酵食品には塩気とアミノ酸、クエ
ン酸等の酸が両方共含まれ、放射線対策にぴったりの食品で
す。海藻のヨードも放射線の害から身を守る働きがあり、昆布
出しでわかめやふのりを入れた味噌汁も抜群の威力を発揮し
ます。

世界保健機関WHOでも日本の伝統食や伝統発酵食品は高く
評価されています。玄米、塩、味噌、梅干し、しょう油、海藻、ぬ
か漬け等、日本の智恵である伝統食品を活用して放射線に負
けない身体づくりをしていきましょう。

久米仙酒造は「一歩進んだ泡盛づくり」をモットー
に業界に新風を送り続けてきました。こだわりの泡
盛を皆さまへご提供いたします。

久米仙酒造工場を訪問

那
覇
市
の
久
米
仙
酒
造
を
訪
問

お祝いに人気の
琉球泡盛３升壷

「442」制作に関った方々

すずき監督ご夫妻と共に

阿部教授と徳田代表

放射能に負けない身体づくり
和食の智恵


